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神社のまわりは湖だった！！ 

下図は明治 34 年作成の鳥瞰図
ちょうかんず

である。今から 112 年前の雷電神社は三
方が板倉湖にかこまれていたのである。うっそうとした鎮守

ちんじゅ

の森に鎮座す
る神聖な雷電神社、その社殿は今も継承・保存されている。当時はご神木

しんぼく

が健在で、講堂や神官宅は二の鳥居（現、石の鳥居）の南方、参道並木の
脇にあったことが見てとれる。百年前に想いを馳

は

せてみませんか。 
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『
弁
天
様
』
が
新
し
く 

 
 

         

   

こ
の
度
、
雷
電
神
社
の
篤あ

つ

い

崇
敬
者

す

う

け

い

し

ゃ

で
あ
る
久
喜
市
㈲
神
文

光
の
黒
須
善
治
様
よ
り
総
欅
造

そ
う
け
や
き
づ
く

り
銅
版
葺ぶ

き
の
真
新
し
い
弁
財

天
の
社
殿
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
二
月
二
十
五
日
竣
工
式
が

執
り
行
わ
れ
、
新
社
殿
に
神
様

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
の
朽
ち
か
け
て
い
た

弁
天
様
か
ら
は
嘉
永
六
年
の
銘

入
り
祠

ほ
こ
ら

が
発
見
さ
れ
、
一
六
一

年
前
当
時
か
ら
の
あ
つ
い
信
仰

心
が
伺
え
ま
す
。 

  

 

弁
天
様
は
、
水
の
神
そ
し
て

幸
福
・
財
宝
を
招
き
芸
道
上
達

の
功
徳
を
持
つ
神
と
し
て
あ
お

が
れ
て
い
ま
す
。 

真
新
し
い
弁
天
様
に
ど
う
ぞ

ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

 
               

今
年
の
『
節
分
祭
』 

 

二
月
三
日
節
分
の
日
。
板
倉
町

の
名
士
年
男
・
年
女
の
皆
さ
ん

に
よ
り
、
拝
殿
に
て
節
分
祭
が

執
り
行
わ
れ
、
続
い
て
豆
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

    

 

名士年男・年女による豆まき 

ま
た
、
ま
き
ば
幼
稚
園
、
板
倉

保
育
園
、
そ
ら
い
ろ
保
育
園
の

園
児
に
よ
り
、
新
登
場
の
赤
鬼

青
鬼
め
が
け
て
元
気
に
豆
ま
き

が
行
わ
れ
、
参
拝
者
や
カ
メ
ラ

マ
ン
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
最

後
に
福
豆
な
ら
ぬ
福
飴
が
振
舞

わ
れ
喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
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『
大
祭
』
御
奉
賛
の 

 
 
 

ご
協
力
お
願
い 

 

五
月
一
日
～
五
日
、
雷
電
神
社
で

は
最
大
の
祭
『
大
祭
』
を
執
り
行
い

ま
す
。
こ
の
大
祭
を
よ
り
盛
大
に
行

え
ま
す
よ
う
、
今
ま
で
の
花
火
御
奉

賛
改
め
大
祭
御
奉
賛
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 奉

賛
金
は
一
口
五
千
円
と
し
、
奉

賛
協
力
者
に
は
御
祈
祷
御
神
札
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
な
お
ご
芳
名
は

「
た
よ
り
五
月
一
日
号
」
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
協
力
戴
け
る
方
は
、
左
記
神
社

総
代
迄
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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関
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飯
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祥
佐 8

2
-
0
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9
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27
区 

田
部
井
利
之 8

2
-
2
0
7
1
 

28
区 

三
芝 

秀
雄 8

2
-
3
4
2
4
 

29
区 

小
林 

紀
夫 8

2
-
0
0
3
1
 

園児たちが赤鬼青鬼めがけて元気に豆をまく 

新社殿に神様をお迎えする儀式 

儀式 


